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１．事業の概要

有害金属に係る地球規模の環境汚染については、平成19年２月の国連環境
計画（ＵＮＥＰ）管理理事会において、水銀に関する条約化を含めたさらな

る対策強化の検討を行うことが決定されるなど、国際的に懸念が高まってき

ていることから、以下の事業を行う。

①水銀等有害金属のマテリアルフロー及び排出インベントリ作成事業

我が国における製品や廃棄物、原料などの含有有害金属の測定や排出実態
調査を行い、そこで得られた推計データや既存統計データを用いて、我が国

における有害金属のマテリアルフロー（生産・消費・廃棄の流れ）を把握し、

排出インベントリを作成する。

②水銀等有害金属排出・使用抑制のためのＢＡＴガイドライン策定事業

我が国は、水俣病などの悲惨な公害病を経験した国として、水銀等有害金
属の排出削減・物質代替等の分野において優れた技術を有していることから、

水銀電池の代替技術などの先進的取り組み事例の情報を収集し、ＵＮＥＰ重

金属プログラムにおいて、ＢＡＴ（ 利用可能な最Best Available Techonology;
良技術）ガイドラインとして策定することにより、日本の技術を世界標準と

して普及させ、世界的な有害金属の排出削減を促進する。

２．事業計画

平成１８～１９年度：既存文献等によるマテリアルフロー作成、ＥＵ特定有

害物質使用制限指令（ＲｏＨＳ指令）対象製品におけ

る含有量測定
平成２０年度～ ：排出実態調査や鉄鋼石等原料含有量調査などによるマ

テリアルフローの精緻化、ＢＡＴに関する国内及び海

外の情報収集、ガイドライン策定

３．施策の効果
マテリアルフロー等から策定した有害金属の国際削減戦略に基づく国際的

議論の主導、ＢＡＴガイドライン策定による先進技術の普及により、地球規

模の有害金属汚染対策に資するだけでなく、大気経由や製品等に含まれて我

が国に流入する有害金属の環境リスクの低減が期待できる。

４．備考

調査費 73,975千円

（内訳）水銀等有害金属のマテリアルフロー及び排出インベントリ作成

58,294千円
水銀等有害金属排出・使用抑制のためのＢＡＴガイドライン策定

15,681千円



水銀等有害金属排出・使用抑制のためのＢＡＴガイドライン策定事業

平成15年 世界水銀アセスメント
→ ○水銀の使用・排出抑制のための世

界的行動が必要

平成19年2月 条約化を含めた国際的な対

策検討開始
平成19年～20年 UNEP水銀作業グループ

会合

平成21年2月 条約化等の対策につき決定

国連環境計画における国際的な議論

○排出抑制・製品、生産工程へ
の使用抑制
→ ＢＡＴを用いた排出・使用抑制

○重金属のフローの管理
→ 生産・輸出入の管理

水銀の排出
• 良質の燃料の使用、排ガス対
策等により、排出量は少ない。

製品中の水銀使用
• 電池における使用はわずか。
• 医療機器等への使用は代替化。
• 蛍光灯一本あたりの使用量は
低減。

生産工程における水銀使用
•アルカリ工業における使用は
1980年代に中止

水銀のフロー
•廃棄物等から水銀を回収
•回収した水銀を輸出

我が国における対策の現状

国際的対策の要素

↓

ＢＡＴガイドライン策定事業

欧州：

•製品への水銀等
使用抑制指令

•水銀使用・輸出
制限指令案

米国：

•環境保護庁水銀
ロードマップ

欧米の動き

我が国の高度な対策技術

我が国の技術をベースとし、国際的なＢＡＴガイ
ドライン案を策定、ＵＮＥＰ等を通じて発信

我が国の技術を世界標準に地球規模での有
害金属汚染防止我が国への影響を回避

↓

水銀等有害金属マテリアルフロー及び排出インベントリー調査事業

水銀に関するマテリアルフローの概念（Ｈ１８検討会資料より）

・輸入鉱物等由来のフ
ローの把握

・輸出先での用途把握

・廃棄物、金属精錬、
セメント等からの排出
量の把握

・製品に含有して輸入・
輸出される水銀の把
握

•廃棄物処理施設等における測定
•鉄鋼石等原料含有量調査

Ｈ１８～ 製品等中有害金属含有量測定

○問題点

•ＲｏＨＳ指令対象製品における含有量測定

Ｈ２０～排出実態調査及び原料起源有害金属測定

Ｈ１８～１９ 需給統計、既存文献、ヒア
リング等によりマテリアルフロー作成

他の電気機器、日用品等における
含有量測定

マテリアルフロー及び
排出インベントリの作成

出荷量

148.3ｔ

輸入
6.1t

輸出

61.8t 内需 8.6t
電池材料：1.5t
無機薬品：0.3t
電気機器：1.2t
計量機器：1.6t
その他：4.0t

在庫

27.9t

回収・再生

大気への排出量 9～29t

土壌への排出量 0t

廃棄量
(一般ごみ含む）

2.4t～

リサイクル量

20t

焼却量

埋め立て量

公共用水域への排出量 0.34t～

4.4～5.3t

0.004t～
0.34t～

5.2t～

2.4t～

火山
活動

1.4t～

在庫

23.5t
過去の製品

20t

・石炭火力
・金属精錬
・石油精製
・セメント製造
・汚泥等

2.8～22t

火葬

0.14～0.29t


